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1：50,000 地質図幅 

説 明 書 (昭和32年稿) 

 

 

高 野 山 
（京都－第82号） 

 

本図幅は昭和31年2月から昭和32年3月に至る間，数ヵ月を野外調査に費し， 

作成されたものである。野外調査は，御荷鉾構造線以北の長瀞変成帯を平山が， 

以南の古生界地帯を神戸が分担し，紀ノ川以北の和泉層群および出塔層の分布す 

る地帯を両名が共同して行った。なお，富貴断層以東の宗檜村大久保および永谷 

附近については，東京大学の木村敏雄助教授に負うところが多く，御荷鉾構造線 

以南の地層については，名古屋大学の志井田功教授から有益な助言を受けた。ま 

た，出塔層の遺体植物産地については，大阪市立大学の三木茂教授から御教示を 

仰ぐことができた。 

 

Ⅰ. 地   形 

本図幅地域は紀伊半島のほゞ中央に位置し，紀伊半島南部から連なる紀伊山地の一 

部を占めている。この地域は800～1,100mのほゞ等高な山稜で形成され,突起した山 

岳はみられない。紀伊山地の東方には大台ヵ原に準平原の遺物が知られているように， 

この図幅地域内高野山の周辺にも，準平原の遺物を思わせる高原地帯がある。このよ 

うに一部には開析高原の地形もあるが，全体としていわゆる塊状山地の特徴を示し， 

地形的には壮年期～満壮年期の山岳である。この山岳地帯は大部分が古生層により， 

北部が長瀞変成岩類によって構成されているが，岩質の差異は地形の上にほとんど現 

われておらず，両岩相のなかに存在する断層帯や断層も，大きく地形に明瞭に現われ 

ているものはない。しかし，小さく地形に現われているものとして，長瀞変成岩類お 

よび秩父古生層を境する御荷鉾構造線は，図幅地域南西部において神谷から細川を通 

り新城に向かう峡谷を形つくっている。 

紀ノ川は，中央構造線によってつくられた構造谷を西流していたものであろうが， 

鮮新－更新統が堆積してから後は流路を南側にうつし，現在の位置になったものであ 

ろう。 
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紀ノ川の両岸には，著しい段丘状の地形がつくられている。この段丘状の台地のな 

かで高位のものは，北東に続く吉野山図幅地域から次第に高度を減じながら連続して， 

さらに西隣粉河図幅地内に及ぶものであって，東方の室生火山地域方面から流れてい 

た古吉野川が広大な流路をつくり，ときには湖水のような形態をとっていた当時の堆 

積物が残存するものであろう。低位の段丘は，次の時代の吉野川がつくった洪積層で 

構成され，高位段丘の麓に特徴のある形状でみられる。 

 

 

Ⅱ. 地   質 

 

Ⅱ.１ 概  説 

本図幅地域内南東の半分を構成する，非変成の古生層の露出している地帯を秩父帯 

と呼ぶ。古生層からは化石の産出が不充分で，時代を確定することができないが，南 

西動木図幅25）からの岩石の連続性，岩相，構造などから秩父古生層の一部と考えてい 

るものである。全体としては，N E－S Wの走向で北西方向に傾斜しているが，数多く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版１ 御荷鉾構造線にう擾乱帯 
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の断層によって不規則な地塊にわかれ，各地塊は走向，傾斜を異にし，きわめて複雑 

な構造を呈している。岩質は粘板岩・チャート・砂岩および凝灰岩などの互層である。 

秩父帯は断層を隔てて長瀞変成帯に接している。この断層は御荷鉾構造線といわれ 

ているものである。一般には御荷鉾構造線は西南日本外帯のなかを，ほゞ東西の方向 

に走る一本の断層として知られているが，本図幅地域では他地域に較べて多少そのお 

もむきを異にする。すなわち秩父帯中の北側の一部分には，非変成の岩石と互層状に， 

低度の変成作用を受けたと思われる岩石や断層によって，破砕，圧砕を受けた岩石が 

くりかえして分布している（この地域を細川帯と呼ぶ，図版１参照)。このような部分 

は，幾本かの断層が重なりあっていて，その間に非変成岩と変成岩が破砕，圧砕をう 

けた岩石とともに挾まれて，くりかえすような形状に露出するにいたったものと思わ 

れる註1)。このような状態であるから，幾本かの断層のなかのどれを御荷鉾構造線と 

註１）このような状態については，次のような問題がある。すなわち①古生層が変成作用を受けた当 

時，変成度は南から北に向かって漸次高くなっていたものであって，変成度の強弱の現在見ら 

れるようなくりかえしはまったくなく，後の時代に構造線が生成し，それによってこのような 

くりかえしが見られるようになったのであるか，②変成作用を受けた当時に変成作用の強弱に 

波があって，このときすでにくりかえしが生成されたものであるか，③②の場合の上に，さら 

に後期の構造線の作用が加わって複雑なくりかえしの状態を呈するようになったものである 

か，以上３つの違う条件のどれによって，現在の状態がつくられたのであるか，その解決はま 

だついていない（Ⅱ.７ 構造の項参照)｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（高野町細川附近） 
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考えるかが問題となるが，本図幅では最北部の非変成岩の北限を通る断層を，御荷鉾 

構造線と考えることにする。したがって秩父帯と長瀞変成帯との境界をこの断層とす 

るわけである。 

長瀞変成帯を構成する岩類は，長瀞変成岩類と，それを貫ぬいて露出する僅かな火 

成岩類とである。長瀞変成岩類は従来三波川系・御荷鉾系などの名称で呼ばれていた 

岩類で，古生層が低温と高圧によって特徴づけられた広域変成作用をうけた変成相と 

思われ，大部分が変成度の弱い千枚岩・准片岩の地帯（この地域を志賀帯と呼ぶ）で 

あり，図幅地域中央西部の小部分のみが変成度が進み，点紋で特徴づけられた結晶片 

岩の地帯（この地域を教良寺帯と呼ぶ）である。志賀帯・教良寺帯は吉野山図幅地域中 

の吉野山帯・上市帯にそれぞれ相当している。長瀞変成岩類の岩種は砂岩・粘板岩・凝 

灰岩・塩基性火成岩などが変質したものを主とし，おのおのの中間の性質をもつもの 

も多く，それらが互層しあう間に，珪岩・礫岩の変質したものが介在し，教良寺帯で 

はこれらに曹長石の点紋を生成している。変成度はもっとも進んだ部分でも，緑泥石 

帯を越えることはない。志賀帯は全体として北傾斜の単斜構造の地層からなるが，局 

部的には地層がほとんど水平に近い傾斜の所もあって，波打っていることが知られる。 

教良寺帯は向斜形を呈し，向斜軸は北東－南西の方向をとり，南西方に緩く傾斜して 

いる。吉野山図幅29）地内では上市帯と吉野山帯とは断層で境されており，当地域でも 

両帯に相当する教良寺帯と志賀帯とは，断層で境されている様子を示している註2)。 

当地域の断層のおもなものは，御荷鉾構造線にほゞ平行な数本と，それにほゞ直交す 

るものとである。後者は前者によって切られている。長瀞変成帯は中央構造線4)5)6)7) 

13)15)16)19)29)31)，御荷鉾構造線7)10)13)25)26)29)31）に近く位置し，したがって各種の断層が 

数多く存在すると予想されるが，野外で観察されるものは少なく，地層の連続性が強 

い。しかしながら紀ノ川北岸では，地層の擾乱が著しい部分がある。中央構造線は四 

郷村信太神社の北方約60mの地点（北隣五条図幅地域との境界附近）をN 70～80ﾟE 

の方向に走り，幅数mの圧砕帯をつくっているのが観察される。中央構造線の露出 

はその点だけであり，そのほかでは新しい堆積層で被覆されているために，位置は判 

 

註２）西隣粉河図幅地域内の桃山町布袋石には断層の好露出があって，こゝでは点紋帯（教良寺帯に相当す 

る）と無点帯（志賀帯に相当する）とはN 85ﾟW の走向で，南へ65ﾟの傾の（幅約1.3m ） 

断層で境されているのが観察される｡ 
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第１図 地 質 構 造 図 
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然としないが，長瀞変成岩類とその北側に分布していると思われる和泉層群との分布 

状態は，地質図の北西隅をみるとわかるように整然としていないことからみて，中央 

構造線は１，２の箇所で南北性の断層で切られているように考えられる。 

和泉層群は，図幅地域内北西隅の小地域に分布している。頁岩・礫岩・砂岩の互層 

であるが，鮮新－更新統によって南側が被覆され構造は判然としない。 

鮮新－更新統は，北隣五条図幅地内菖蒲谷において，故河田喜代助博士が菖蒲谷 

層6）と命名した地層から，連続したものであって，吉野山図幅地域内で大淀層22)29） 

として記載したものである。本層の上部には河床堆積物と考えられる礫層・粘土層が 

堆積している。この地層は吉野山図幅地域内では，竜門層15)22)29）として記載した。 

両者の間は吉野山図幅地域内では不整合として観察されるが，本図幅地域内ではその 

関係が明瞭でない。そのため本地域では，両者を一括して出塔層として記載している。 

紀ノ川流域には，洪積層が分布し段丘をつくり，また紀ノ川流域西半部には，冲積 

層の広い分布がある。 

 

Ⅱ.２ 秩父帯の古生層 

この地域で秩父帯の古生層としたものは，その岩相が標式的な秩父帯の古生層の岩 

相とは，チャート・石灰岩および輝緑凝灰岩の発達が著しく悪く，粘板岩・砂岩の互 

層が顕著に発達しているという点でやゝ異なる。しかしながら，西南日本外帯におい 

ては，いわゆる糸川－仏像構造線の南側と北側とでは岩相上，かなり顕著な差異が判 

明しており，九州および四国地域では，糸川－仏像構造線の北側に輝緑岩・輝緑凝灰 

岩および石灰岩の著しい地帯が知られている。本図幅地域および周辺地域においても， 

十津川流域において，宗檜村から南下すると城戸・立川渡・永谷・天・阪本・猿谷 

に至る間では，岩相の変化がまったく認められない。しかしながら，東隣山上ガ嶽図 

幅地域大塔村殿野西方において，石灰岩を含む輝緑岩・輝緑凝灰岩およびチャートの 

きわめて著しい地層を境に，主として南方にきわめて多くの擾乱帯ないし断層帯を認 

めることができる。この南方では砂岩および粘板岩のきわめて明瞭なる擾乱の少ない 

互層になる。擾乱帯の北の輝緑岩・輝緑凝灰岩・チャート・石灰岩の著しい地層は， 

南隣伯母子嶽図幅地域の北辺にも追跡することができる。これらの事実から，先に述 
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べた擾乱帯を，糸川－仏像構造線と認めることができるから，本図幅地域内の御荷鉾 

構造線以南の岩相は，秩父帯の古生層に属するものと考えられる3)7)10)11)12)13)22)26)29） 

30)31)32)34)。図幅地域では放散虫がチャートからみいだされるのみで，正確な地質時代 

は不明である。 

この古生層は断層をへだてて秩父帯主部の古生層と，細川帯の古生層とに分けられ 

る。 

Ⅱ.２.１ 秩父帯主部の古生層 

この古生層は御荷鉾構造線以南，一部では細川帯の古生層以南に分布している。現 

段階では地層区分ができないので，岩相をそのまゝ地質図上に示した。 

この古生層は粘板岩・砂岩を主とし，チャート・輝緑岩および輝緑凝灰岩を挾有し， 

まれに石灰岩が輝緑岩ないし輝緑凝灰岩中に，団球状あるいはレンズ状に胚胎される。 

御荷鉾構造線あるいは細川帯に近接する部分に，千枚岩質粘板岩の挾有されることが 

ある。 

秩父帯主部の古生層は，図幅地域内の東部において，北北東から南南西に走る断層 

（この断層を富貴断層と呼ぶことにする）を境とし，その東と西とでは地質が多少異 

なっている。 

富貴断層以東では，粘板岩・砂岩を主とし，チャート・輝緑岩ないし輝緑凝灰岩を 

挾有する地層が，北部から南部にわたってほゞ均等に分布する（第２図参照)。最南 

部の野迫川村紫園および猿谷南東方においては，輝緑岩ないし輝緑凝灰岩中に，石灰 

岩が団球状ないしレンズ状に含まれる。一般に輝緑岩ないし輝緑凝灰岩は，チャート 

をしばしば伴なう（図版2参照)。 

富貴断層以西に分布する地層は，粘板岩・砂岩を主とし，チャート・輝緑岩ないし 

輝緑凝灰岩を伴ない，断層以東の場合と異なり地層の分布が均等でなく，その分布状 

況から北部，中央部および南部に分かれる。北部は輝緑岩・輝緑凝灰岩およびチャー 

トにより，中部は砂岩および粘板岩により，南部は輝緑岩・輝緑凝灰岩およびチャー 

ト（一部に石灰岩を挾有する）により，それぞれ特徴づけられる地帯である（第３～ 

９図参照)。 
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s .s .：砂岩 s l .：粘板岩 

第２図 砂岩粘板岩互層中にみられる層間異常模式図（大塔村山際南方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版２ 乳白色チャートと灰白色凝灰岩質粘板岩との互層。チャートは一般に2～20c m の幅を示す（大塔村山際南方） 
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第３図 ルートマップ対照地形図 
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第４図 ノ茶屋から高野山駅に至る間のルートマップ（その１） 
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第５図 ノ茶屋から高野山駅に至る間のル 

ートマップ（その２） 

第６図 ノ茶屋から高野山駅に至る間のル

ートマップ（その３） 
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第７図 ノ茶屋から高野山駅に至る間のル     第８図 不動坂ルートマップ（その１） 

ートマップ（その４） 
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第９図 不動坂ルートマップ（その２） 

 

北部の地層 これは防城峯南方から黒河に至る断層以北，および黒河から平原を通 

り，高野山大学を経て，下湯川南方を通る断層以北に分布するものであるが，地域南 

西隅天狗嶽周辺の地塊，陣ヶ峯北西方桜峠東方の地塊も，これに属するものであろう。 

岩質は，橋本市から高野山に向かう道路に沿い，青淵東方から南宿に至る間，平原 

から高野山に向かう道路上，高野街道の神谷から高野山に向かう道路上，および西高 

野街道の高野山から花坂に向かう道路上においてもっともよく観察される。 

粘板岩を主とし，砂岩・チャートを伴ない，また輝緑岩ないし輝緑凝灰岩を，かな 

り多く随伴している。 

粘板岩は風化に対して弱く，山地では一般に風化が著しく進み，露頭はほとんどな 

いが，道路沿いの切割り，谷沿いあるいは河川に沿っては露出がよい。粘板岩はとき 

に10～30mの凝灰岩質粘板岩またはチャートの薄層を挾有し，また砂岩を挾有する 

ことが多い。地質図には省いてあるが輝緑凝灰岩質粘板岩は，とくに西部ないし南西 

部，すなわち高野町楊柳山周辺，高野町高野山周辺においてかなり多く識別される。 

この部分は他の粘板岩の部分から緑色～緑灰色を呈し，風化すると明瞭に緑色～緑灰 

色の土と化しているので，遠くからもこれを識別することができる。また，ときに珪 

質粘板岩を伴なう部分がある。また粘板岩は凝灰岩質粘板岩ないし砂岩と，しばしば 

細互層することがあり，層理は明瞭であり，しばしば理性を示す。粘板岩は断層に 

沿う地帯においてよく擾乱されているが，このような部分は東部より西部の高野町附 

近に著しい（図版３参照)。ある場合には粘板岩が，他の場合には凝灰岩質粘板岩， 

あるいは砂岩が優位を占める（図版４，５参照)。 

砂岩は東部では厚さ1～10mのものが多いが，中央部ないし西部では厚さ1～10m 

の砂岩のほかに，しばしば40～100mに及ぶ厚い砂岩も見られる。砂岩は他の岩石よ 
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図版３ 御荷鉾構造線近くの擾乱帯を示す（五条市大深北西） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版４ 北部の地層における砂岩および黒色粘板岩の産状。レンズ状に黒粘色粘板岩が挾まれることが 

ある（九度山町北又南西方） 
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図版５ 北部の地層における砂岩黒色粘板岩互層（五条市大深南方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版６ 北部の地層におけるチャート・輝緑凝灰岩および黒色粘板岩の産状（橋本市行者北方） 
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第10図 千枚岩化作用の及んだ地域にみられるチャートと粘板岩の互層の産出状況（高野町花坂南方） 

りも連続性に富んでいる。砂岩は，チャートとともに一般に東方ほどうすく，西方な 

いし南西方に向かって厚さを増す傾向にある。 

チャートは東部では少量でうすく，西部では厚くまた広く分布している。東部では 

厚さは一般に1m内外で，30c m内外の輝緑凝灰岩とよく互層し，また黒色粘板岩を 

挾有することがある（図版６，第10図参照)。またチャートはうすいが，よく山稜を 

占めて分布する。西部では1～5m のチャートが著しく，図幅地域南西隅の天狗嶽 

附近では，10m以上に及んでいる。輝緑岩・輝緑凝灰岩あるいは凝灰岩質粘板岩と互 

層することが多く，とくに輝緑凝灰岩ないし凝灰岩質粘板岩の薄層の介在する場合に 

は，チャートは1～20c mの厚さをもって帯状層理をなすことが多い。チャートは乳 

白色，暗灰色，赤色などを呈するが，これらのチャートは容易に漸移する。チャー 

トは一般に連続性に富んでいるが，輝緑岩ないし輝緑凝灰岩と密接に相伴なって現わ 

れる場合には容易に尖滅する。西部でもしばしば山稜を占めて分布する。 

輝緑岩ないし輝緑凝灰岩は賀名生
あ の う

村から，富貴村・橋本市南部・九度山町南東部・ 

高野町に向かうに従って厚さを増し，著しく多くなる。これらの岩石は一般に塊状で， 

層理不明であるが凝灰岩質粘板岩ないしチャートを随伴し，帯状互層を呈することが 

あり，層理を識別することができる。東部では輝緑岩ないし輝緑凝灰岩は一般に分布 

も狭く，厚さ1～5mである。これらの岩石は走向方向に尖滅しやすい。中央部ない 

し西部では，これらの岩石はしばしば厚く，普通10～100m で，しばしば200～ 
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図版７ 中央部の地層における砂岩・黒色粘板岩の細互層（富貴村下筒香西方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版８ 断層に伴なって見られる地層の引ずれ（富貴村上筒香東方） 
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300mに及ぶことがある。 

中央部の地層 これは主として粘板岩からなるが，厚い砂岩の地層を伴なってくる 

のを特徴とし，また砂岩・粘板岩の互層，チャート・砂岩の単層，輝緑岩ないし輝緑 

凝灰岩を随伴する（図版７参照)。南部の地層との境界は甚だ不鮮明であるが，野迫 

川村今井南方から，図幅地域南縁中央附近の大滝南方に向かうものであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版９ 断層に伴なって見られる地層の擾乱（富貴村東富貴南方） 

粘板岩はきわめて著しく，広範囲にわたって分布しており，粒度を異にするため層 

理を知ることができる。また，砂岩やチャートのごく薄い地層を，しばしば挾有して 

いることによっても層理を知ることができる。この挾有される砂岩やチャートが，し 

ばしばレンズ状ないし団塊状を呈するので，一見，礫ではないかと疑わせる場合もあ 

るが，これは擾乱によるものであろう。また，北部の地層におけると同様，断層に沿 
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図版10 中央部の地層における粗粒砂岩・黒色粘板岩の細互層（橋本市北宿南方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版11 中央部の地層における粗粒砂岩・黒色粘板岩の細互層（橋本市北宿南方） 
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図版12 中央部の地層における粗粒砂岩黒色粘板岩互層の産状。砂岩は一般に塊状であるが，10c m  

幅の黒色粘板岩を挾有するので明瞭な帯状互層を示す（橋本市七霞山南西方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版13 中央部の地層における粗粒砂岩の一部には黒色粘板岩の小破片を有するものがある（橋本市七霞山南西方） 
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っては著しく擾乱を受けている部分が多い（図版８，９参照)。粘板岩・砂岩の互層 

の著しく発達する地域は，野迫川村今井峠・平川・柞原およびその南西部である｡ 

砂岩は主として高野町藪・富貴村河合橋・中筒香南方・882m地点・938.6m三 

角地点および湯川南方の花園村附近の周辺に，厚く，かつ広く分布している。これ 

らの砂岩は地質図においてみられるように，粘板岩・チャートの薄い層を挾有するほ 

か，粘板岩・砂岩の細互層を伴なってくる部分がある（図版10～13参照)。これらの 

厚い砂岩の地層は，地塊化されているため連続関係は明瞭でないが，分布状態から， 

これらの厚い砂岩の地層は，局部的に堆積されたもので，その延長は砂岩粘板岩互層 

に移化するものであろう。このほかにかなり厚い砂岩層が高野町大滝北方に分布し， 

御殿川はこの附近できわめて著しい峡谷を形成している。 

チャートは輝緑岩ないし輝緑凝灰岩とともに発達が悪く，連続性に乏しく，その厚 

さは3～4m である。チャートは東部では輝緑岩ないし輝緑凝灰岩を，西部では 

30c m内外の凝灰岩質粘板岩を伴なうことが多い（第11図参照)。 

輝緑岩ないし輝緑凝灰岩は発達がきわめて悪く，かつ連続性に乏しい。富貴村東富 

 

 

 

 

 

c h .：チャート s l .：緑色凝灰岩質粘板岩 

第11図 チャートと緑色凝灰岩質粘板岩との細互層（高野町湯川南方） 

貴・中筒香南方・上筒香・高野町藪南方および高野町宮村西方に見られるのみであ 

る。藪南方のものを除きいずれも3～4mである。 

南部の地層 これは中央部の地層の南，すなわち野迫川村池津川周辺に分布し，中 

央部のものとは多少趣を異にし，粘板岩を主とし，輝緑岩ないし輝緑凝灰岩・チャー 

ト・砂岩を随伴している。また，レンズ状の石灰岩を伴なうのを特徴とする（図版14 

参照)。粘板岩・砂岩の互層は，中央部の地層あるいは北部の地層においてみられる 

ほどには顕著でない。図幅地域内におけるチャートは厚さ約1mである。輝緑岩ない 

し輝緑凝灰岩は，厚さ6～7mに及ぶものもあり，薄い緑色凝灰岩質粘板岩またはチ 
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図版14 南部において輝緑凝灰岩中にみいだされるレンズ状石灰岩の産状（野迫川村池津川北方） 

ャートの地層を挾有することもある。石灰岩はレンズ状に胚胎され，長さは3～4m 

で，厚さは1～2mである。南部の地層は本図幅地域に南隣する伯母子嶽図幅地域の 

上垣内，立里荒神にまで分布する。 

岩  質 

粘板岩 本岩石は秩父帯主部の古生層全般を通じて発達する岩石であるが，北部に 

は千枚岩質の部分も多い。また，断層に沿って擾乱を著しく受け，変質している部分 

も多い。凝灰岩質粘板岩を挾有する場合もある。 

暗灰色～黒色を呈し，一般に層理が明瞭で，理性に富んでいる部分も多い。凝灰 

岩質な部分は淡緑色～緑灰色を呈し，これと細互層をなすことが多く，また桃白色～ 

赤色の凝灰岩質粘板岩が含まれることもある。局部的に石英の細脈により貫ぬかれ 

ることもある。鏡下では石英の細粒を含む泥質細粒物質から構成され，細層理を識別 

することができる。 

砂岩 本岩石は秩父帯主部の古生層において，粘板岩に次いで全体を通じてみいだ 

される岩石である。 

灰白色，暗灰色，黒色，緑灰色を呈し，堅硬，緻密，塊状であるが定方向に割れる 
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性質のものもある。局部的に凝灰岩質のものもある。石英脈・方解石脈に富む部分も 

あり，局部的に珪化作用を受けている。風化した部分は茶色である。細粒の砂質粘 

板岩に近いものから，細粒砂岩～中粒砂岩～粗粒砂岩にわたっているが，総じて粒の 

淘汰がよい。また，黒色粘板岩の1m m ～1c m の小角片を含むものもあり，この角 

片は層理面に沿った平なものが多い。鏡下では0.1～2m mの石英の結晶粒に富み, 

石英粒は粒状のことも，角張った不規則な形を呈することもある。長石粒もまばらに， 

しばしばみいだされるが，大きさは一定していない。このほかに密集して微細な長石 

粒ないし結晶が集まっている部分があるが，これらは多少凝灰岩質のようである。石 

英粒と長石粒との間をめて，方解石もしばしばみいだされる。そして，1～5m m 

の石英の細脈や，方解石の細脈の見られることがある。このほかに，泥質岩の細破片 

ないし細粒のものをかなり含む岩石もあり，また火成岩の細破片を含む場合もある｡ 

チャート 乳白色，桃色，赤色，帯緑灰色，一般に光沢を有し，堅硬，緻密，塊 

状で，大小の角片に割れることが多い。風化に対し強い。鏡下では多くの細かい粒状 

の石英からなり，ときに小球状の放散虫の遺骸を含むことがある。石英粒および放散 

虫の遺骸は，一般に堆積面を示すように，一定の方向に配列している場合が多い。ま 

た，鉄鉱を含むことがあり，あるいは細かい赤鉄鉱が密集して生じている場合が多 

い。また，細い石英脈および方解石脈などにより貫ぬかれていることがある｡ 

石灰岩 秩父帯主部の古生層には，野迫川村池津川北東方および紫園西方にみいだ 

されるのみである。輝緑岩ないし輝緑凝灰岩に挾まれて産出する場合が多い。 

灰白色～乳白色を呈し，部分的に桃白色に汚染している。鏡下では一般に微細な方 

解石の結晶から構成されているが，局部的に再結晶し，0.2～1m mの方解石粒に富ん 

でいる。また，方解石の細脈により貫ぬかれている。化石は未発見である。 

輝緑岩および輝緑凝灰岩 本岩石はチャート・石灰岩あるいは凝灰岩質粘板岩を随 

伴することが多い。 

緑色，緑灰色，緑色を呈し，一般に堅硬，塊状であるが，層理明瞭な場合もある。 

鏡下では流状構造や，輝緑岩質岩石の構造が識別されるものがある。 

Ⅱ.２.２ 細川帯の古生層 

細川帯は非変成の古生層と，長瀞変成岩類との間に挾まれて，レンズ状に露出する 
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地域である。本帯は非変成の古生層と，低度の変成作用を受けて生成した千枚岩類・ 

准片岩類とから構成され，それらが互層状に露出している。本帯の岩石は全般的に破 

砕，圧砕されたものが多く，走向方向に数多くの断層が存在することを示している。 

本帯に含まれる非変成の古生層の岩石は，粘板岩を主とし，輝緑凝灰岩・チャー 

ト・砂岩層を挾有し，ときに細粒（径10m m以下）の礫を含む礫岩層（紀伊細川駅 

のやゝ下流の河岸）を挾む。 

変成相は古生層が弱い変成作用を蒙って生成したもので，後述する志賀帯の岩石と 

同質である。粘板岩から生成した黒色千枚岩や黒色片岩は，相当に強く変成作用を受 

けた結果を示すが，塩基性岩，たとえば輝緑凝灰岩は比較的元のまゝで存在すること 

が多く，黒色片岩中に輝緑凝灰岩があまり片理を示さずに介在することがある（紀伊 

細川駅と上古沢駅間の林用軌道線路において)。また本帯の岩石は，断層や断層帯の 

生成に伴なって生じた破砕，圧砕作用を蒙った部分が多く，そのなかには見掛け上は 

広域変成作用を受けて生成した岩石と同様でありながら，実は単に破砕，圧砕された 

だけと思われる岩石も存在している（図版15参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版15 細川帯における千枚岩質粘板岩の産状（五条市樫西方） 
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Ⅱ.３ 長瀞変成帯の岩石 

長瀞変成帯は長瀞変成岩類（従来の三波川系・御荷鉾系などと呼ばれていた変成岩 

類）と，それらを貫ぬいて小規模に露出する石英安山岩類・角閃岩類とで構成されて 

いる。 

Ⅱ.３.１ 長瀞変成岩類 

長瀞変成岩類は古生層の変成相と思われ，各種の千枚岩～片岩で構成されている。 

岩石は珪質・珪礬質の岩石，すなわち珪岩・砂岩・粘板岩などと，塩基性岩，すなわ 

ち凝灰岩および塩基性火成岩などが変成作用を受けたものとであり，おのおのの中間 

の性質をもつものも多く，それらが複雑に互層している。 

長瀞変成岩類は，本図幅地域内ではN －S 方向に約8k mの幅をもっているが，最 

北部すなわち中央構造線の露出附近にみられるものも，東半部では曹長石の点紋をも 

たず，変成度の比較的低いものである。長瀞変成帯は多くの断層，ことに走向断層で 

切られているために層準を明らかにすることが困難である。 

長瀞変成岩類は，大部分が志賀帯に属し，中央西部に教良寺帯が分布している。両 

者は曹長石の点紋の有無によって区別されるが，再結晶の度合も後者が著しく高い。 

志 賀 帯 

御荷鉾構造線によって，古生層と境されて広く分布する。御荷鉾構造線の南側にも， 

前述のように弱変成岩が分布しているが註3)，これについては古生層の項で記載し， 

こゝでは御荷鉾構造線の北側の部分のみについて記述する。志賀帯の岩相は珪礬質岩 

石の量が，塩基性岩石の量に著しくまさり，相当量の砂岩原と思われる珪質岩を挾有 

しており，塩基性火成岩体がほとんど存在せず，層状含銅硫化鉄鉱床が局部的に介在 

している。 

珪質～珪礬質岩石 志賀帯の主体をなす岩石は，珪礬質千枚岩および同質の片岩で 

ある。千枚岩質のものは比較的少なく，南部に限って露出している。黒色～暗灰色を 

呈し，微褶曲構造をもち縮緬様の縞状を呈する部分が各処にある。炭質物・絹雲母・ 

石英・斜長石などを主とした微細な結晶からなることが多く，千枚岩質のものはひと 

 

註３）徳島県剣山地方でも同様な現象が知られている。文献9)，p.4 
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つひとつの鉱物の判別は困難である。准片岩にはやゝ大形の再結晶粒が局部的（片理 

面に平行のことが多い）にみられ，石英・斜長石の集合した部分がレンズ状に存在し 

たり，また大形に再結晶した部分と微細な部分とが縞状を呈する場合がある。 

石墨絹雲母石英片岩は再結晶が進み，0.05～0.1m mの粒状を呈し，石墨状の炭質物 

が波状に条線に集合して縞状を呈する。 

石英片岩は灰白色，白色，淡緑色などを呈し，珪礬質の岩石中に層状にみられ， 

理性が強い。きわめて細粒のものからやゝ粗粒のものまであるが，再結晶作用は進ん 

でおらず，チャートに近い性質のものが多い。石英を主成分とし炭質物・絹雲母・緑 

泥石および鉄鉱石などを少量含んでいる。 

片状砂岩は珪礬質の岩石中に，100m以下の岩層として挾まれており，ときに千枚 

岩・石墨絹雲母石英片岩と互層して，全体としては数100mの厚層をつくっている。 

原岩としては砂岩のほかに砂質頁岩であったと見られるものも，相当存在している。 

直径0.3m m内外の石英・斜長石の他形結晶が数多く散在し，そのあるものはやゝ楕 

円形～レンズ状を呈している。ときには普通輝石・石が残存する。基質は石英・ 

絹雲母・チタン石・曹長石の微粒や少量の緑泥石・緑石などからなり，ときに炭質 

物・緑泥右・絹雲母などが線状に連続していることもある。基質の石英粒は，局部的 

にはやゝ強い方向性を示すが全体としては弱い。 

塩基性岩石類 珪礬質の岩石に挾まれ，片状輝緑凝灰岩・輝緑片岩・陽起石緑石 

緑泥石曹長石片岩などが，多くは100m以下の層厚で露出する。古生層中の塩基性凝 

灰岩や，塩基性火成岩体などが変成されたもので，再結晶作用のやゝ進んだものもあ 

るが，南部のものには残存鉱物以外の鉱物は，細粒で個々を識別することのむずかし 

いものもある。 

片状輝緑凝灰岩は緑色で細粒，ほゞ均一であり，片状を呈し，まれに塊状部を残し 

ている。輝石・斜長石の残晶を含み，緑石・緑泥石・陽起石・曹長石の細かい結晶 

によって構成されている。本岩のなかにはときに幅数c m以下の石灰質部が介在して 

いる。 

輝緑片岩は緻密，均一な塊状部のやゝ多い准片岩～片岩である。緑色～濃緑色を呈 

する。鉱物は平行に配列し，輝石・緑石・緑泥石を主成分とし，曹長石・陽起石が 

やゝ多量に存在し，黝石・ジルコン・チタン石・鉄鉱・方解石などを伴なっている。 
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本岩は部分的には石英の縞状部と互層状に存在することがある。このような場合には， 

縞状をなす石英の集合部の幅は1～3m m であって，レンズ状に石英粒（径0.05～ 

0.1m m）が集合している場合もある。高野線上古沢駅の東側の谷（地質図で「かみこ 

ざわ」の「か」の南方約100mの地点）に露出する，斑岩質岩石の周囲に露出する 

輝緑片岩には，局部的に生成したと思われる曹長石の斑状変晶がある。この斑状変晶 

は，教良寺帯の同質岩中にみられるものとまったく類似している。しかしながらこの 

岩石の東方苅萱堂の附近に露出する，斑岩質岩石の周囲の輝緑片岩には，このよう 

な斑状変晶は生成していない。 

高野線上古沢駅と紀伊細川駅とのほゞ中間の左岸にある，和銅山の含銅硫化鉄鉱 

床は本岩中に胚胎している。 

教 良 寺 帯 

図幅地域中央西部には，志賀帯の北側に曹長石の斑状変晶で特徴づけられた岩相の 

教良寺帯がある。志賀帯との境界の断層は，当地域では確認できない。 

教良寺帯を構成する岩石は塩基性岩石を主とし，珪質，珪礬質の岩石は少量である。 

いずれも志賀帯の岩石よりも再結晶が進み，塩基性岩石全体が径1m m内外の，斑状 

変晶で特徴づけられた，典型的な点紋結晶片岩である。 

珪礬質の岩石は黒色～灰色を呈し，黒色部は礬土質のものであり，灰色の部分は珪 

質のもので，両者が縞状をなす部分もある。珪礬質の岩石は塩基性岩石と，縞状との 

互層をする場合もあり，紀ノ川沿岸の三谷以西ではこの傾向が強い。珪礬質の岩石の 

主体は石墨絹雲母曹長石石英片岩である。石英・曹長石・絹雲母・石墨を主成分とし， 

緑泥石・方解石などを副成分とする。点紋（斑状変晶）の曹長石は，眼球状を呈し， 

径0.5～1m mでなかに包有された石墨は細かい条線の縞をつくり，不規則な曲線を描 

き，回転した形跡を残すものもある。曹長石の周囲は石墨・絹雲母などで取り囲まれ 

ていることが多い。石英は径0.2m m内外の粒状を呈し，きわめて新鮮である。絹雲 

母・炭質物の縞状部の間に同様縞状に存在し，方向性が強く，直線状の縞伏部では， 

おおむね B -tectonite の形態を示す。しかしながら石英の光軸は，線構造に直角な面 

で片理面に対して45ﾟの方向，すなわち対角線の方向に多く集合しており，通常の 

B -tectonite ではなく，対称的な２方向に滑動面をもった S -tectonite の形態を示す 

ものが多い。絹雲母は細長い結晶として，線構造に並列するのが常であるが，なかに 
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は片理面に対して45ﾟの２方向に並列するものがあって，石英光軸の集合状態ときわ 

めてよく合致した配列を示す。 

珪質片岩は塩基性片岩中に，薄層として互層状に見られ，また珪礬質片岩中にも少 

量存在する。石英を主成分として紅石・チタン石・燐灰石・無色角閃石・方解石を 

副成分とする。石英は0.05～0.1m mの粒状をなし，線構造の方向にやゝのびた長方 

形のものもみられる。副成分鉱物，ことに紅石の結晶は，数多い割に小形で，倍率 

の高い鏡下においてのみ識別される場合もある。変成度の高い長瀞変成岩としては， 

この地域のものは鉱物全体が小形である。石英・絹雲母の方向性は強く，前述の珪礬 

質の岩石の場合と同じく，２方向に対称軸をもった S -tectoni te（一見 B -tec toni te 

のようであるが）の形態を示している。 

塩基性片岩は緑色～濃緑色を呈し，肉眼的にも直径1m m内外の曹長石の斑状変晶 

が識別される。斑状変晶の量は部分によって著しく異なり，南部では小形で量も少な 

く，中部以北では量も，形も大となる。またときに斑状変晶の多い部分と，少ない部 

分とが縞状を呈することがあり，また絹雲母・曹長石岩体の周囲では，形も量もきわ 

めて増大している。教良寺帯の塩基性岩類は構造的に向斜型を呈し，東端ではベーズ 

ン型を呈し，全体として船底形を呈しているが，この船底形をつくる岩層は，大体に 

おいて３帯に区分され，最下部は主として点紋陽起石緑石緑泥石曹長石片岩・点紋 

緑石緑泥石曹長石片岩で構成され，中部は藍閃石を含み，肉眼にも紺青色を帯びた 

緑色片岩で構成されている。鏡下では点紋角閃石緑石緑泥石曹長石片岩，および点 

紋緑石藍閃石曹長石片岩などである。最上部は最下部と同じく，藍閃石を欠く点紋 

緑色片岩である。これらの３帯はおのおのの境界も判然とせず漸移しているので，一 

括して地質図に塗色してある。 

点紋緑石緑泥石曹長石片岩は，肉眼的にも径1m m内外の曹長石斑状変晶が点紋 

として識別され，緑色～濃緑色を呈する。点紋の集合部がときに縞状を呈し，色彩的 

にも緑色と白色部の縞状を呈する。緑石・緑泥石の細粒を主成分とし，曹長石が点 

紋のほかにも細粒として，基質をつくるように存在している。絹雲母・斜黝石・方 

解石・無色角閃石・石英を副成分とする。斑状変晶の曹長石には，緑石・緑泥石な 

どが線状のまゝ包有されており，線状配列は点紋が回転したことを示すように，S字 

型を呈することがある。さらに，岩石には炭質物が含まれていない場合でも，点紋中 
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に線状を呈した炭質物が，包有されていることがある。 

点紋陽起石緑石緑泥石片岩は，濃緑色やゝ粗粒で点紋をもっている。成分鉱物は 

前記の岩石に陽起石，またはそれに近い緑色の角閃石を含有しているものである。緑 

色角閃石は長さ2～15m m でX ＝黄緑色，Y ＝淡緑色，Z ＝淡青緑色，Z ＝Y ＞X で 

ある。陽起石はX ＝淡緑色，Y ＝Z ＝淡黄緑色である。c ∧Z は約15～20ﾟで緑色角 

閃石よりも小さい。 

点紋緑石藍閃石曹長石片岩は，暗緑色～暗藍色を呈し，曹長石の斑状変晶は形も 

小さく，量的にも少ない。鏡下では成分鉱物は上記の緑石・緑泥石片岩とほゞ同様 

であって，それに0.02～0.1m mの藍閃石結晶が，鱗片状または繊維状に加わっている 

もので，ときにやゝ大型の結晶としてみられることもある。藍閃石は一部陽起石質と 

なり，特有の紺色を失っているものもある。 

教良寺帯のなかに露出する岩石のうちで，特異なものに伊都郡見好村上天野北東に， 

小岩体として露出する絹雲母曹長石岩がある。本岩は周囲の緑色片岩中に，レンズ状 

に幅約20mで露出するものである。野外では白色を呈し，緑色の細かい縞が周囲の 

緑色片岩の片理面に，ほゞ平行に存在している。この縞はときには長く連続し，波状 

をなしてレンズ状の白色部をかこむような形をとり，またときにはとぎれとぎれに， 

片理面中に散って不規則な模様をつくることもある。全体として風化をうけ，堅硬な 

試料は得られない。緑色にみえる部分は，鏡下では絹雲母の長さ 0.05m m以下の板状 

結晶が，連続して構成した縞状部である。白色部は径2m m以下の，曹長石の自形な 

いし半自形の結晶で構成され，その結晶は双晶も判然とし，変形されておらずあまり 

動力的な変化を受けてはいない。曹長石は全体が虫喰状を呈する場合があり，絹雲母 

の徴細な結晶を多数包有している。曹長石の間には，クロット状に石英の細粒が集 

合していることがあるが，この石英はきわめて新鮮で，波状消光をなすが包有物はな 

い。白色部には緑色角閃石の小結晶の集合，スティルプノメレンの鱗片状結晶，炭質 

物などが少量散在している。また不規則な形に緑石の微細結晶の集合体を含んでい 

る。緑色片岩中にみられる緑石集合部のように，線状に配列することはなく，この 

部分は変成度の低い輝緑片岩・変輝緑岩中にみられる緑石の集合部に類似している。 

本岩の周囲の緑色片岩には，曹長石の斑状変晶が著しく見られ，その形も斑状変晶 

の平均値よりも大きく，1.5～2.5m mのものがおびただしい。このような本岩の産状 
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をみると，本岩は曹長石の斑状変晶と，成因的になにかの関係をもつものと思われる。 

斑状変晶の曹長石が集合し，特異な岩相を呈するに至ったものか，または本岩が斑状 

変晶の本源であったか，明らかでないが，長瀞変成岩類の一部に，普遍的に見られる 

斑状変晶の成因に関する一つの資料として興味ある問題である。 

Ⅱ.３.２ 火 成 岩 類 

長瀞変成帯に露出する火成岩類は，小岩株として露出する変斑岩・変輝緑岩・石 

英安山岩などである。長瀞変成岩類中に記載した塩基性片岩中にも，岩床状に存在し 

た塩基性火成岩類の変成されたものが，局部的にはあるかも知れないが，それらは野 

外でも鏡下でも，塩基性凝灰岩質の岩石と区別することが困難で，火成岩として取扱 

うことができない。 

変斑岩・変輝緑岩 高野線上古沢駅の東側の谷およびその東方苅萱堂附近には， 

小岩株として斑岩質岩石・輝緑岩質岩石が露出している。これらの岩石は古生界を 

変質させた，変成作用の継続中またはその直後に貫入し，継続していた変成作用，交 

代作用によって部分的に変成されている。野外では草緑色～暗緑色を呈し，一般に塊 

状であるが片状の部分も認められ，長瀞変成岩類の塩基性准片岩や，片岩と区別しが 

たい部分もある。この岩体には他の多くの地域（たとえば徳島県東部・吉野山・動木・ 

海南図幅地域内）で見られるような，角礫状の部分をもつ斑岩は露出していない。 

エヂリン輝石・普通輝石を多量に含み，斜長石とともに主成分をなしている。角閃石・ 

緑泥石・緑石・黝石・チタン石・蛇紋石・リューコクシン・鉄鉱物などが組合っ 

て構成されている。輝石は透輝石質またはエヂリン輝石質で，淡色を呈するものが 

多い。残斑状構造を呈し自形を示すものは少ない。通常1m m以下の長柱状または短 

柱状の結晶であるが，なかには長柱状で4m m以上のものもみいだされる。(＋）2V 

＝60ﾟ内外のものが多い。周辺部がウラル石・透角閃石に変化しているものもある。 

斜長石は最大2m m に及ぶものもあるが，普通は1m m 以下の結晶でA n 55～65程 

度のものである。こゝに述べている岩体では，斜長石は全体にわたりソーシュル石化 

作用を受けている。 

苅萱堂附近の岩体は，比較的細粒で輝緑岩質であり，輝石の結晶はまったく自形を 

失った不規則な粒状を呈している。斜長石は長柱状で，長さ1m mを超えることはな 
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い。緑石の粒状結晶を多く含んでいる。 

図幅地域中央西部の教良寺帯中には，野外の観察で斑岩質岩石または角閃岩質岩 

石と思われるものが，小岩株として存在している。この岩体は風化が甚だしく，鏡下 

に見ると，岩石全体が蛇紋石化作用を受けており，新鮮な鉱物としては，僅かに透角 

閃石または陽起石の長柱状，針状結晶が散在しているのみである。鏡下においても原 

岩を判定することは困難である。 

石英安山岩 伊都郡見好村花坂およびその西方には，石英安山岩の岩脈が幅3m 

内外に，長瀞変成岩類の片理にほゞ平行に露出する。野外では白色に風化し，径2 

m m以下の石英の粒状結晶が，風化をまぬかれて突起している。均一，緻密で鏡下で 

はやゝ斑晶に近い大形の，斜長石の仮像をもつ方解石の集合結晶が散在し，他形粒状 

の石英粒結晶が含まれ，石基は石英・方解石の細粒・斜長石のやゝ新鮮な長柱状結晶 

で構成されている。風化が甚だしく原岩は不明瞭であるが，黒雲母石英安山岩の岩脈 

であったと思われる。 

南海高野線高野下駅前の，川底およびその北方約500mの県道側にも，同様白色に 

風化した石英安山岩脈がある。前者は約3m ，後者は約10m の幅である。さらに橋 

本市須河
すごう

の川底にも，２ヵ所に同様な岩脈がある。片理に平行に貫入し，幅約2m 

である。いずれも白色に風化した石英安山岩である。 

奈良県吉野郡野迫川村池津川西方，および大塔村中原南西方の秩父帯の古生層中に 

も，主として粘板岩を貫ぬいている石英安山岩脈がある。岩脈の幅はいずれも2，3m 

である。 

Ⅱ.４ 和 泉 層 群 

図幅地域北西隅に，和泉山脈を構成する和泉層群が露出する。南側は中央構造線に 

よって長瀞変成帯に接している。 

本層群は菖蒲谷では鮮新－更新統上に衝上6）し，鮮新－更新統の上部の礫層（更新 

統と思われる）に被覆されているようであり，また吉野山図幅地域内22)29）の一部に 

おいても，鮮新－更新統（大淀層）上に衝上し，更新統（龍門層）に被覆されている｡ 

この衝上は小林貞一が，菖蒲谷時階の中央構造線7）と名づけたものに相当する。本地 

域内においても，同様な関係にあると予測されるが，鮮新－更新統と更新統とが，全 
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域にわたっては区分され難いために，一括して出塔層としたので，和泉層群は出塔層 

によって被覆されているということ以外，この衝上断層を示すような明瞭な露出は見 

られない。本地域内の信太神社附近では，和泉層群のすぐ南に長瀞変成岩類が露出し， 

その間に圧砕帯を伴ない，いわゆる市の川時階の中央構造線も観察される。 

本層群は岩質的には，礫岩・頁岩・砂岩の互層からなる。露出が局部的であるため， 

その構造は明白でない。 

礫岩は層理がほとんど認められず，灰色の膠結物質中に暗灰色，白色，赤色の円 

礫が径1～10c m の大きさで，おびただしく存在するものである。膠結物質は石英 

（粒状化され波動消光を示す)・斜長石・アルカリ長石・方解石・緑泥石などの微粒 

の集合物であり，礫はチャート・砂岩などが多い。火成岩原の礫はきわめて少ない。 

中央構造線に近い部分では，多少圧砕岩化された転石も見られるから，そのような作 

用を受けた部分もあるのかも知れない。 

頁岩は薄層として存在する。層理はよく発達し走向E－Wに近く，60～80ﾟNに傾 

斜している。鏡下では主成分は炭質物で，石英粒や斜長石の破片を含んでいる。 

砂岩は灰白色～暗灰色を呈し，細粒～中粒で，粒状の石英を主成分とし斜長石・方 

解石・緑泥石・鉄鉱などを含んでいる。 

地質時代 本地域における和泉層群からは，化石は未発見であるが，図幅地域の北 

西方においては化石の産出が古くから知られ2)7)13)14)，上部白堊紀に属し，その大部 

分はヘトナイ世に属することが判明している。 

Ⅱ.５ 出
での

 塔
とう

 層 

吉野川沿岸には，ことに北岸に広く，鮮新－更新統の地層が分布する。かつて故河 

田喜代助博士は，北隣五条図幅地域内菖蒲谷（橋本市北西約3k m）において，鮮新 

－更新統の地層を発見し，これに菖蒲谷層6）の名を与えた。この地層は吉野山図幅に 

おいて，大淀層22)29）と命名してある。菖蒲谷層の上部には礫層を主とし，粘土・砂 

を混えた地層が不整合の関係で分布しているが，河田博士はこれについては命名して 

いない。吉野山図幅ではこれにあたる地層に，龍門層15)22)29）の名を与えている。本 

地域では両者を合せて出塔層と呼ぶ。 

３地域の関係を表示すれば次のようである。 
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 菖 蒲 谷 吉野山図幅 本 図 幅 

更  新  世 

鮮新－更新世 

礫・粘土・砂 

菖 蒲 谷 層 

龍 門 層 

大 淀 層 
出 塔 層 

出塔層は，北では和泉層群を被覆し，南では長瀞変成岩類を被覆している。全般的 

には水平であるが，北部においては20ﾟ内外の角度で北に傾く処もある。本層はその 

北限において，高度約300mの高地まで覆っており，紀ノ川沿岸の最低部では約140m 

の位置からみられるので，全層厚は150m内外と推定される。各部分において岩相の 

変化が著しく，その層序を明らかにすることは困難であるが，下部は小砂利（岩質は 

古生層のチャート・砂岩・和泉層群の砂岩などが多い）を含んだ礫層が多く，上部は 

粘土・砂層が多くなっている。下底から約60～70m附近に厚さ約5mの礫層があり， 

直下の粘土層と平行不整合の関係のように観察される部分があるが，その境界にあた 

る露出がきわめて少ないため（岩相の変化によるのかも知れない）その分布が明瞭で 

ない。吉野山図幅において大淀層・龍門層に分層した境界は，こゝに相当するのであ 

ろう。この礫層の礫質は古生層のチャート・結晶片岩類・和泉層群の礫岩・砂岩など 

であり，花崗岩類もまれに見られる。紀ノ川左岸の長瀞変成岩類上に，侵をまぬか 

れた礫層・砂層・粘土層が残存しているが，これらはおそらく出塔層の上部に属する 

ものと考えられる。 

なお，渡辺萬次郎の記事8）に従うと，橋本市字峠の粘土層中から直径2，3c m，とき 

に10c m以上に達する藍鉄鉱の団塊が知られている。これはおそらく出塔層の下部の 

菖蒲谷層，ないし大淀層に相当する粘土層からの産出と見られる。 

三木茂の研究9）に従えば，和歌山県橋本市字東家の滝脇氏瓦土採場において，出塔 

層の下部である主として菖蒲谷層，ないし大淀層に対比される粘土層から，多くの遺 

体植物註4）を産出することが判明している。 

 
註４） C e p h a l o t a x u s  o b o v a t a  M I K I  (C e p h a l o t a x a c e a e ), P i c e a  K o r i b a i  M I K I  (P i n a c e a e ), P s e u - 

do l a r i x K aemp f e r i G O R D. (P i n a c e a e), Met as equ o i a d i s t i ch a (H E E R) M I K I (T a x o d i a c e a e), 
Metasequo ia j apon ica M I K I (Tax odiace ae), Jug lans  c inerea L. (J ugla lndaceae), Pterocarya 
mu l t i s t r i a t a M I K I (J u g l a n d a c e a e), P te ro ca r ya s t e no p t e ra D c. (J u g l a n d a c e a e), C or y l u s 
he t e r op hy l l a Fi s c h (B e t u l a c e a e), Fa g u s H a ya t a e P A L I B. (F a g a c e a e), Qu er cu s ru b r o i de a 
M I K I  (F a g a c e a e), M a g n o l i a  o b o v a t a  T H U N B . (M a g n o l i a c e a e), P r u n u s  s a l i c i n a  L I N D L . 
(Rosaceae), Wis tar ia brachybo t rys S. e t Z. (Le guminosae), Phe l lodendron amurense R U P R. 
(Rutaceae), Buxus japon ica M U E L (Bu xaceae), l l ex cornu ta LD L. e t P A X T. (Aqui fo l i aceae), 
S t a p h y l e a  B u m a l d a  S . et Z . (S t a p h y l e a c e a e ), A c e r  r u b r u m  L. v a r . l i g n i a t u m  M I K I  
(Aceraceae), Mel iosma sp. (Sab iaceae), Vi t i s cf. Thunbergi i S. e t Z. (Vi taceae), S tewar t i a 
pseudocamel l ia M A X. (Theacea e), Pteros t y rax corymbosum S. e t Z. (St yrac aceae), Spar- 
ganium sp. (Spargan iaceae), Ple iob las tus var i egata M A K I N O (Gramineae) 

これ以外に妙寺町広野北方においても，遺体植物の破片を産出する。 
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この遺体植物の，地質時代に関する諸学者の研究に従えば，大淀層ないし菖蒲谷層 

は，ほゞ鮮新世に属するものと考えられる。したがって，出塔層の下部は鮮新世に属 

するものと推察される。 

Ⅱ.６ 洪積層・冲積層 

いずれも河成堆積物で，未膠結の礫・砂および粘土で構成されている。 

紀ノ川沿岸には，洪積層の段丘が断続してみられ，橋本市以東では河岸に10m内 

外の断崖をつくっている。 

地域南西隅に，小範囲を示して分布する段丘堆積物は，西隣粉河図幅地内に続くも 

ので，紀ノ川沿岸の段丘堆積物よりも，古期のものと思われる。 

冲積層は橋本市以西の河岸近くに広く発達している。また，図幅地域の南東部にお 

いて，富貴村西富貴・東富貴および中筒香附近，野迫川村柞原および池津川附近にも 

小地域を占めて分布している。 

Ⅱ.７ 構  造 

本図幅地域は地質構造上，中央構造線によって西南日本外帯・同内帯にそれぞれ属 

する部分に分けられる。内帯側には，和泉層群からなる和泉帯が，図の北西部に狭く 

露出する。その南限を通る中央構造線が，西隣粉河図幅地域から北東方向に延び，鮮 

新－更新統によって被覆されてはいるが，図幅地域を北東に向かい，高野口町西川附 

近から信太神社北側を経て，五条図幅地域をさらに北東に走っている。この間図幅地 

域内において，中央構造線は後の時代の南北方向の断層によって切断せられ，南北方 

向にある程度のずれを見せている。中央構造線以南，すなわち外帯は，長瀞変成帯と 

秩父帯とに分けられ，両者の間が御荷鉾構造線によって境されている。御荷鉾構造線 

は一般に古生層の変成相（すなわち長瀞変成岩類）と，非変成の古生層との間を走る 

構造線とされていたが，徳島県剣山27）の北東部などでも知られているように，御荷 

鉾構造線の南側にも，局部的には変成相が存在する場合がある。本図幅地域内におい 

ても，和歌山県伊都郡見好村花坂（地質図の南西部）附近では，明瞭に非変成相と変 

成相が，１本の断層によって境していると思われるが，一部の地域では非変成相と変 

成相とは，狭い幅の変成相と非変成相とのくりかえしを間にして移り変わるようであ 
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る。くりかえしの間における変成相と非変成相との境界は，断層が存在する場合もあ 

るが，断層の存在が確認できない場合（しかし非変成相から変成相への移化は急激で 

ある）もある。これは境界が走向と一致した方向であるためでもあろう。このような 

くりかえしのみられる範囲が細川帯であり，北限の断層以北の地域には，非変成相は 

まったく認められず，南限の断層（紀伊細川駅の南側から，旧高野街道神谷を通過す 

るもの）以南には変成相はまったく認められない。細川帯と思われる地域は，東部ま 

で断続的に見られるが，奈良県吉野郡賀名生村の北畠親房墓の南側の橋附近から， 

N 80ﾟEの方向に西方へ延び，大深の西側までの地域も著しい一例である。この地域 

の南北限も，紀伊細川駅附近の場合と同様である。 

非変成相から変成相への移化帯において，このような現象がみられることについて 

は,地質概説の項の註１に述べたように，両者の間にまったく断層が存在しておらず， 

広域変成作用を受けた範囲と，受けない範囲とがくりかえしをもっていて，それがそ 

のまゝあらわれているのであるとも考えられるが，また両者の間に多くの断層がほゞ 

平行に生成し，それによってくりかえしが生じているとも考えられる。本図幅地域の 

場合には断層の確認される場合もあり，また動木・吉野山両図幅地域内で少なくとも 

１本の断層が確認されているので，くりかえしは後の理由，すなわち多くの走向方向 

の，断層の存在によると考える方が妥当と思われる。 

御荷鉾構造線およびこれと同性質の断層は，この地域では上記のように複雑な形態 

を呈しているが，全体としての傾斜は北へ60～80ﾟの角度で傾くようであり，細川帯 

の南側に沿ってみられる断層も，同様に考えられる。これらの断層は，ともに相当の 

幅の断層帯を形成している。また断層面の露出が少なく，鏡肌の観察でも擦痕の方向 

などについて，充分な資料が得られないが，断層帯の岩石の一部のものの，石英光軸 

の方向性には，断層の走向に平行な運動の結果を示す配列をなすものがあり断層の動 

きが一般に考えられていた，北西－南東方向のみでなかったことを示している｡ 

長瀞変成帯は全体としては，N 60～80ﾟEの走向で北側に傾斜した，単斜構造の累 

層で構成されていて，御荷鉾構造線の生成以前の，北東－南西方向の断層で数地塊に 

わけられ，さらに御荷鉾構造線と同方向の断層によって切断せられている。南西部の 

志賀帯中には，ゆるやかな傾斜の部分（見好村志賀から東方にかけて）があって，地 

層の波打っていることが知られるが，このほかの地域では50ﾟ以上の傾斜を示してい 
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る。志賀帯とその北側に位置する教良寺帯との境は，断層によって境されているが， 

断層の露出はない（３頁註１参照)。 

教良寺帯は向斜型をなし，東部はベーズン型で地層は半円形を呈する。この半円形 

の部分（雨引山の東側）の地層は，水平に近い部分もあるが相当に傾斜している場合 

もあって，この部分で向斜の東端が相当撓曲しているように観察される。西部の地塊 

は和銅山通導坑内200m附近から北北東に向かう断層で，以東の地域と境されてい 

る。この断層は，林用軌道沿いの崖でも観察できる。以東の地域は，志賀帯の岩石で 

構成された比較的単調な互層帯で，御荷鉾構造線と同性質と思われる断層で切られて 

いる。この断層の傾斜は不明である。 

細川帯は前に述べたように，御荷鉾構造線の生成に伴なって生じた，多くの断層が 

重なりあっている地域である。帯内にみられる変成相と非変成相との間は，断層帯ま 

たは断層であって，さらに同一岩相の岩石中にも，断層の生成しているのが観察され 

る。しかしながら細川帯の岩石の走向は，ほとんど同一方向を示し，大局的にみれば， 

傾斜もほとんどが北に傾斜している。これは多くの断層が，ほゞ同一性質をもつもの 

であって，雑多な地殻変動によって構造が定められたのではなく，統一された性質の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版16 幅広<地層の擾乱を示す断層地帯（大塔村猿谷北東方） 
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断層運動によって生成されたことを示している。 

細川帯の南限以南に分布する，秩父帯主部の古生層としたものは，富貴断層により 

東西に大きく分けられており，富貴断層以西では北部，中央部および南部の３つの古 

生層に分けられるが，断層以東では，このような区分は不可能で，東西両地域の古生 

層の対応関係は明らかでない。この断層を境にした東西両地域の古生層は，さらに 

E N E－W S W，N N E－S S WおよびN W－S E方向の断層によって，多くの地塊に分け 

られているが，両地域を通じ全体としては，西南日本を特徴づける帯状分布を示して 

いる（図版16参照)。これらの種々の断層に沿う地帯では，ことに粘板岩の擾乱が著 

しく，これらの地帯に沿って小規模の土砂崩壊が起っている。 

秩父帯主部の古生層は，一般に走向東北東で，北に傾斜する場合が多い。しかしこ 

の古生層の分布地域中心部の地塊の走向，傾斜は一般のものと異なる。また一部には， 

南に傾斜する地域も見られ，背斜ないし向斜構造を示しているようである。しかし断 

層に伴なって地層が南に傾斜する場合がある。また，この地層分布地域北東部には， 

水平に近い地層が見られる。図幅地域南西部の天狗嶽を中心とした地域では，チャー 

トが広く分布しているが，これはおそらく，向斜構造によるものであろう。 

紀ノ川沿岸および和泉層群の露出地附近に，長瀞変成岩類の局部的な露出があるが， 

構造的には明らかでない。 

和泉層群は分布地域も狭く，構造上の特徴はみいだされていない。 

出塔層は全体としては，水平に近い堆積物であるが，北側の中央構造線に近い部分 

では，下部層は北に20ﾟ内外の傾斜を示す部分もある。 

 

Ⅲ. 応 用 地 質註5） 

 

図幅地域内の長瀞変成岩類，および秩父帯の秩父古生層中には，古くから銅鉱山が 

開発され採掘されたが，いずれも小規模であり，第２次大戦後はそのほとんどが閉鎖 

され，現在操業中のものはたゞ１ヵ所である。また金・銀鉱山も知られている。出塔 

層の粘土は瓦粘土の原料として採取されている。 

 

註５）図は地域内の鉱山の資料の一部は，塚脇・武市両技官からの文書による。 
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Ⅲ.１ 銅 

和銅山 図幅地域内南西和歌山県伊都郡九度山町にある。高野線上古沢・紀伊細 

川駅の中間不動谷川の左岸に開坑している。現在建設中の高野山町と九度山町とを結 

ぶ有料道路が，鉱山事務所のすぐ西側を通過するうえ，高野線・林用軌道が近いので 

交通は至便である。 

鉱山は明治年間稼行され，同42年休山となってそのまゝ放置され，昭和30年10月頃 

から再開に着手し，目下旧坑の取り開けを実施中である。鉱業権者は光鉱業株式会社 

である。 

現在取り開け中の旧坑は，かつて相当に稼行採掘されたものであるが，調査当時 

（昭和32年3月）は坑口から350mほど入坑が可能であった。 

地質は長瀞変成帯・志賀帯に属する珪礬質千枚岩と，塩基性岩石との互層帯であり， 

鉱床は塩基性岩石中に胚胎する，層状含銅硫化鉄鉱床であるらしい。坑口から200m 

で幅約5m ，N 30ﾟE の方向で，西側に60ﾟの傾斜の断層（地質図参照）を越えて西 

側の地塊にはいり，走向方向（N60～80ﾟE）に掘進している。この附近の傾斜は北西 

に約50ﾟ内外である。現在鉱体に達していないので，その規模はまったく知られてい 

ない。かつての操業当時は，C u 品位9.8％を最高とし，平均品位C u 3～4％，S ： 

38.0％であったという。現在の作業人員は約15名である。本鉱山については20万分の 

１和歌山図幅説明書に記述がある。 

長瀞変成岩地域内には，現在閉止している銅鉱山として細川鉱山・昭和鉱山および 

掛鉱山などの小鉱山が存在したが，これらの鉱床は，いずれも層状含銅硫化鉄鉱を鉱 

体としたもののようである。これらの鉱山の位置から推定すると，図幅地域内の鉱床 

は長瀞変成岩類の同一層準に，連続性をもって胚胎されたものとは思われず，局部的 

な小レンズ状の鉱体と考えられる。しかしながらこの地域は，構造的にきわめて複雑 

であり，層準の対比がされていないから，その点についてはさらに詳細な調査を必要 

とする。 

細川鉱山17)24）は緑色片岩中の層状含銅硫化鉄鉱鉱床で，断層によって３鉱体に分 

けられる。幅は5～15c m で，鉱石は黄銅鉱・黄鉄鉱を主とし，品位はC u 3％， 

S 40％である。 
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このほかに秩父帯古生層のなかに，高野鉱山・神森鉱山・金剛鉱山・黒石鉱山およ 

び久保鉱山が知られ，鉱床は輝緑凝灰岩中に胚胎される含銅硫化鉄鉱床として知られ 

ているが，いずれも現在休山中である。 

金剛鉱山は調査当時稼行されていたが，輝緑凝灰岩・チャート・黒色粘板岩の互層 

に伴なって産出する，含銅硫化鉄鉱床として知られるが，出鉱量などについては不明 

である。 

黒石鉱山17)24）は千枚岩および輝緑凝灰岩中に胚胎される，層状含銅硫化鉄鉱鉱床 

で，鉱石は黄鉄鉱・黄銅鉱を主とし，品位はC u 5.98％，S 32.96％である。 

Ⅲ.２ 金 ・ 銀 

長瀞変成岩内にある九度山鉱山は，母岩を結晶片岩とし，石英細脈による金・銀脈 

と称せられるが，低品位のもので，現在休山中である。 

Ⅲ.３ 粘  土 

紀ノ川流域の，主として右岸に分布する出塔層の下部の，いわゆる菖蒲谷層あるい 

は大淀層に相当すると考えられる地層には，何枚かの緑灰色～茶色の粘土層が挾ま 

れる。この粘土の良質な部分は，瓦粘土の原料として採取され，現在橋本市小原田南 

方の南海電鉄高野線沿線において加工されている。 
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(A b s t r a c t)  

 

G E O L O G Y  
 

G E N E R A L  R E M A R K S  
T h e  a r e a  o f  t h i s  s h e e t-m a p  i s  l o c a t e d  i n  t h e  n o r t h e r n  p a r t  

o f  t h e  K i i  p e n i n s u l a  i n  t h e  c e n t r a l  J a p a n. 
G e o l o g i c a l l y ,  i t  i s  d i v i d e d  i n t o  t w o  u n i t s ,  t h a t  i s ,  t h e  

s o u t h e r n  a r e a  b e l o n g i n g  t o  t h e  O u t e r  Z o n e  o f  S o u t h w e s t  J a p a n  
a n d  t h e  n o r t h e r n  a r e a  b e l o n g i n g  t o  t h e  I n n e r  Z o n e  o f  S o u t h -  
w e s t  J a p a n.   T h e  s o u t h e r n  a r e a  i s  s u b d i v i d e d  i n t o  t w o  t e r r a i n s  
b y  t h e  M i k a b u  t e c t o n i c  l i n e.   F r o m  t h e  s o u t h,  t h e y  a r e  c a l l e d  
C h i c h i b u  a n d  N a g a t o r o  t e r r a i n s.  

T h e  M i k a b u  t e c t o n i c  l i n e  i s  p r o b a b l y  a  r e v e r s e  f a u l t  
t r e n d i n g  N E－ S W  a n d  i n c l i n i n g  a t  60～ 80ﾟ  t o  N W .   T h e  m o v e -  



- 2 - 

m e n t  o f  t h e  l i n e  i s  c o n s i d e r e d  t o  h a v e  h a p p e n e d  i n  p r e-m i d d l e  
C r e t a c e o u s.  

T h e  C h i c h i b u  t e r r a i n  i s  c o m p o s e d  o f  t h e  P a l e o z o i c  
f o r m a t i o n ,  t r e n d i n g  N E－ S W  a n d  d i p p i n g  t o  N W  i n  g e n e r a l .  
T h e  r o c k s  a r e  m a i n l y  n o n - m e t a m o r p h o s e d ,  b u t  a l o n g  t h e  
n o r t h e r n  p e r i p h e r y  o f  t h e  P a l e o z o i c  s t r a t a,  t h e r e  i s  a  n a r r o w  
b e l t  i n  w h i c h  t h e  b o t h  o f  n o n -m e t a m o r p h o s e d  a n d  m e t a m o r -  
p h o s e d  r o c k s  a r e  a l t e r n a t e d .   T h i s  b e l t  i s  s a n d w i c h e d  b y  
f a u l t s  a n d  i s  c a l l e d  t h e  H o s o k a w a  z o n e  o f  C h i c h i b u  t e r r a i n.  

T h e  N a g a t o r o  t e r r a i n  i s  c o m p o s e d  o f  t h e  N a g a t o r o  
m e t a m o r p h i c  r o c k s,  w h i c h  a r e  c h i e f l y  p h y l l i t e s  a n d  c r y s t a l l i n e  
s c h i s t s,  a n d  a r e  a s s u m e d  t o  b e  t h e  P a l e o z o i c  s t r a t a  r e g i o n a l l y  
m e t a m o r p h o s e d  u n d e r  h i g h  p r e s s u r e  a n d  l o w  t e m p e r a t u r e .  
T h e  a g e  o f  t h e  m e t a m o r p h i s m  i s  n o t  c l e a r l y  d e c i d e d  ( p o s t -  
P a l e o z o i c～ p r e - m i d d l e  C r e t a c e o u s) .   T h e s e  m e t a m o r p h i t e s  a r e  
w i d e l y  d i s t r i b u t e d  i n  a n  i s o c l i n a l  s t r u c t u r e ,  b u t  p a r t l y  s h o w  
a  s y n c l i n a l  s t r u c t u r e .   I n  t h e  m e t a m o r p h i t e s ,  o c c u r  s m a l l  
d y k e s  a n d  m a s s e s  o f  a c i d i c - b a s i c  i g n e o u s  r o c k s .   T h e  a c i d i c  
r o c k  i s  d y k e - f o r m e d  q u a r t z  a n d e s i t e  a n d  i s  e x p o s e d  s c a t t e r -  
i n g l y .   T h e  b a s i c  o n e s  e x p o s e d  i n  t h e  m i d d l e  p a r t  o f  t h e  
m e t a m o r p h i c  t e r r a i n  a r e  r e p r e s e n t e d  b y  e p i g a b b r o  a n d  
e p i d i a b a s e  s h o w i n g  t h e i r  l o n g  a x e s  r o u g h l y  p a r a l l e l  t o  t h e  
r e g i o n a l  s t r i k e  o f  t h e  c o u n t r y  r o c k s.   I t  m a y  b e  a s s u m e d  t h a t  
t h e  i n t r u s i o n  o f  t h e s e  b a s i c  m a s s e s  i s  s i m u l t a n e o u s  w i t h  o r  
a f t e r  t h e  m e t a m o r p h i s m  o f  t h e  c o u n t r y  r o c k s  i n  a g e.  

T h e  n o r t h e r n  b o u n d a r y  o f  t h e  N a g a t o r o  t e r r a i n  i s  t h e  
M e d i a n  t e c t o n i c  l i n e.   T h e  l i n e  r u n s  i n  t h e  d i r e c t i o n  o f  N8 0ﾟE,  
f r o m  t h e  w e s t e r l y  n e i g h b o u r i n g  K o k a w a  s h e e t - m a p  t h r o u g h  t h e  
n o r t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a ,  b u t  t h e  s c a n t i n e s s  o f  
i t s  o u t c r o p s  m a k e s  i t  d i f f i c u l t  t o  d e t e r m i n e  t h e  f e a t u r e  o f  
t h e  l i n e.   C o n s i d e r i n g  t h e  a v a i l a b l e  f a c t s  i n  o t h e r  a r e a s,  t h e  
M e d i a n  t e c t o n i c  l i n e  i s  t h o u g h t  t o  h a v e  b e e n  f o r m e d  i n  p r e-  
m i d d l e   C r e t a c e o u s.  

B e y o n d  t h e  M e d i a n  t e c t o n i c  l i n e ,  n e a r  t h e  n o r t h w e s t e r n  
c o r n e r  o f  t h e  s h e e t  ( I n n e r  Z o n e  o f  S o u t h w e s t  J a p a n ) ,  a r e  
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e x p o s e d  t h e  s e d i m e n t a r y  I z u m i  g r o u p  o f  L a t e  C r e t a c e o u s  a g e.  
C o v e r i n g  t h e  I z u m i  g r o u p  a n d  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  N a g a t o r o  
m e t a m o r p h i c  r o c k s,  t h e  D e n o tō  f o r m a t i o n  w h i c h  i s  P l i o c e n e  t o  
P l e i s t o c e n e  i n  a g e  i s  d i s t r i b u t e d.  

A l o n g  t h e  r i v e r  K i n o k a w a ,  t e r r a c e  d e p o s i t s  o f  P l e i s t o c e n e  
a n d  t h e  f l o o d  p l a i n  o f  A l l u v i u m  a r e  w i d e l y  d i s t r i b u t e d. 
 

P A L E O Z O I C  F O R M A T I O N  
P a l e o z o i c  f o r m a t i o n  i s  m a i n l y  c o m p o s e d  o f  c l a y s l a t e ,  

s a n d s t o n e ,  c h e r t,  s c h a l s t e i n  a n d  d i a b a s e ,  a n d  t h e  t h i n  l e n s e s  
o f  l i m e s t o n e  a r e  r a r e l y  d i s c o v e r e d  i n  s c h a l s t e i n  o r  d i a b a s e.   I n  
t h e  H o s o k a w a  z o n e  a n d  a l s o  i n  t h e  p a r t s  n e a r  t h e  M i k a b u  
t e c t o n i c  l i n e,  p h y l l i t i c  c l a y s l a t e  i s  i n t e r b e d d e d.  

T h e r e  i s  a  c o n s p i c u o u s  f a u l t  (F u k i  f a u l t )  t r e n d i n g  N N E  i n  
t h e  e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  m a p- a r e a.  

T h e  r o c k - f a c i e s  a n d  t h e  g e o l o g i c a l  s t r u c t u r e  o f  t h e  
P a l e o z o i c  f o r m a t i o n  o f  t h e  e a s t e r n  s i d e  o f  t h e  f a u l t  a r e  
d i f f e r e n t  f r o m  t h o s e  o f  t h e  w e s t e r n  s i d e.   O n  t h e  e a s t e r n  s i d e  
o f  t h e  f a u l t,  c l a y s l a t e,  s a n d s t o n e,  c h e r t,  s c h a l s t e i n  a n d  d i a b a s e  
w i t h  t h i n  i n t e r c a l a t i o n s  o f  l i m e s t o n e  a r e  d i s t r i b u t e d  w i t h  
u n i f o r m i t y .   U s u a l l y ,  t h e  s t r i k e  o f  t h e  s t r a t a  i s  N25～ 80ﾟE  o r  
E W  a n d  t h e  d i p  i s  1O～ 80ﾟN  o r  S.   T h e  s t r a t a  a r e  n e a r l y  h o r i-  
z o n t a l  i n  a  p a r t ,  a n d  s y n c l i n a l  a n d  a n t i c l i n a l  s t r u c t u r e s  a r e  
o c c a s i o n a l l y  s e e n.  

I n  t h e  a r e a  t o  t h e  w e s t  o f  t h e  F u k i  f a u l t ,  t h e  s t r a t a  a r e  
d i v i d e d  i n t o  t h r e e  p a r t s,  f r o m  t h e  d i f f e r e n c e  o f  r o c k- f a c i e s.  

1)  T h e  n o r t h e r n  p a r t：  T h e  f o r m a t i o n  i s  m a i n l y  c o m p o s e d  
o f  c l a y s l a t e,  s c h a l s t e i n  a n d  d i a b a s e,  a c c o m p a n i e d  w i t h  
s a n d s t o n e  a n d  c h e r t.  
T h e  s t r a t i f i c a t i o n  i s  c l e a r .   B u t  c l a y s l a t e  i s  o f t e n  
d i s t u r b e d  a l o n g  f a u l t s.   T h e  d i s t u r b a n c e  o f  t h e  b e d s  i s  
m o r e  c o n s p i c u o u s  i n  t h e  w e s t  t h a n  i n  t h e  e a s t.  

2)  T h e  c e n t r a l  p a r t：  T h e  f o r m a t i o n  i s  m a i n l y  c o m p o s e d  
o f  c l a y s l a t e ,  a c c o m p a n i e d  w i t h  t h e  t h i c k  s a n d s t o n e ,  
a l t e r n a t i o n  o f  s a n d s t o n e  a n d  c l a y s l a t e  a n d  c h e r t.  
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S c h a l s t e i n  a n d  d i a b a s e  a r e  s c a r c e l y  d i s c o v e r e d.  
3)  T h e  s o u t h e r n  p a r t：  T h e  f o r m a t i o n  i s  m a i n l y  c o m p o s e d  

o f  c l a y s l a t e,  a c c o m p a n i e d  w i t h  d i a b a s e ,  s c h a l s t e i n,  c h e r t  
a n d  s a n d s t o n e .   R a r e l y ,  t h i n  l e n s e s  o f  l i m e s t o n e  a r e  
d i s c o v e r e d  i n  d i a b a s e  o r  s c h a l s t e i n.  

T h e  s t r i k e  o f  t h e  s t r a t a  i s  N E  i n  g e n e r a l  a n d  t h e  d i p  i s  
20～ 80ﾟN  o r  S.   M a n y  f a u l t s  r u n  t h r o u g h  t h e  a r e a,  A b o v e  a l l,  
t h e  f a u l t s  o f  E N E  a n d  N W  d i r e c t i o n s  a r e  d o m i n a n t ,  a n d  t h e  
s t r u c t u r e  i n  t h e  s o u t h w e s t e r n  p o r t i o n  i s  c o n s p i c u o u s l y  c o m -  
p l i c a t e d.  
 

H o s o k a w a  z o n e   I n  t h i s  z o n e ,  t h e  b o t h  o f  n o n-m e t a m o r -  
p h o s e d  P a l e o z o i c  r o c k s  a n d  t h e  m e t a m o r p h o s e d  r o c k s  o c c u r  
a p p a r e n t l y  a s  a n  a l t e r n a t i o n.   F u r t h e r m o r e ,  t h e  r o c k s  o f  t h i s  
z o n e  a r e  p a r t l y  c r u s h e d  a n d  m y l o n i t i z e d.   T h e  n o n - m e t a m o r-  
p h o s e d  r o c k s  o f  t h i s  z o n e  c o n s i s t  o f  c l a y s l a t e ,  s c h a l s t e i n,  c h e r t  
a n d  s a n d s t o n e ,  i n t e r c a l a t i n g  c o n g l o m e r a t e  w i t h  f i n e  p e b b l e s .  
T h e  m e t a m o r p h i t e s  a r e  s i m i l a r  i n  r o c k  f a c i e s  t o  t h o s e  o f  t h e  
S h i g a  z o n e  o f  N a g a t o r o  t e r r a i n.   T h i s  z o n e  s e e m s  t o  r e p r e s e n t  
t h e  t r a n s i t i o n a l  p a r t  o f  n o n - m e t a m o r p h i c  a n d  m e t a m o r p h i c  
P a l e o z o i c  r o c k s,  a n d  t h e  a b o v e-m e n t i o n e d  c h a r a c t e r i s t i c  f e a t u r e  
o f  t h i s  z o n e  i s  p r o b a b l y  d u e  t o  a n  i m b r i c a t e d  s t r u c t u r e  c a u s e d  
b y  m a n y  t h r u s t  f a u l t s  w h i c h  a r e  a l m o s t  p a r a l l e l  t o  t h e  
M i k a b u  t e c t o n i c  l i n e.  
 

N A G A T O RO  M E T A M O R P H I C  R O C K S  
T h e  N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  r o c k s  c o n s i s t  o f  t h e  r o c k- s e r i e s  

f r o m  s l i g h t l y  m e t a m o r p h o s e d  r o c k s  t o  c o a r s e - g r a i n e d  t y p i c a l  
c r y s t a l l i n e  s c h i s t s.   T h e  g r a d e  o f  m e t a m o r p h i s m  i s  n o t  b e y o n d  
t h e  c h l o r i t e  f a c i e s  e v e n  i n  t h e  t y p i c a l  c r y s t a l l i n e  s c h i s t s.   T h e  
m o s t  p a r t  ( c a l l e d  S h i g a  z o n e )  o f  t h e  N a g a t o r o  t e r r a i n  i s  
o c c u p i e d  c h i e f l y  b y  t h e  a r g i l l o- s i l i c e o u s  p h y l l i t e s,  f i n e-g r a i n e d  
s c h i s t s  i n t e r b e d d e d  b y  t h i n  l a y e r s  o f  g r e e n  s e m i - s c h i s t s .  
T h e  b e d d e d  d e p o s i t s  o f  c u p r i f e r o u s  p y r i t e  o c c u r  i n  t h i s  p a r t  
o f  t h e  m e t a m o r p h i c  r o c k s.   I n  t h e  w e s t e r n  c e n t r a l  p a r t  ( c a l l e d  
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K y ō r a j i  z o n e ) ,  b a s i c  s c h i s t s  a n d  a r g i l l o - s i l i c e o u s  s c h i s t s  a r e  
d o m i n a n t ,  a n d  b o t h  a r e  c h a r a c t e r i z e d  b y  s p o t s  o f  o v o i d  
a l b i t e - p o r p h y r o b l a s t s.  

T h e  m a i n  m e m b e r s  o f  t h e  N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  r o c k s  
a r e  a s  f o l l o w s：  

S h i g a  z o n e  
A)  S i l i c e o u s,  a r g i l l o- s i l i c e o u s  m e m b e r s  

B l a c k  p h y l l i t e  a n d  g r a p h i t e- s e r i c i t e-q u a r t z  s c h i s t  
C h e r t  a n d  q u a r t z  s c h i s t  
S c h i s t o s e  s a n d s t o n e  

B)  B a s i c  m e m b e r s  
S c h i s t o s e  s c h a l s t e i n  
D i a b a s e  s c h i s t  
A c t i n o l i t e- e p i d o t e- c h l o r i t e- a l b i t e  s c h i s t  

K y ō r a j i  z o n e  
A)  S i l i c e o u s,  a r g i l l o- s i l i c e o u s  m e m b e r s  

S p o t t e d  g r a p h i t e- s e r i c i t e -q u a r t z  s c h i s t  
Q u a r t z  s c h i s t  

B)  B a s i c  m e m b e r s  
S p o t t e d  a c t i n o l i t e- e p i d o t e- c h l o r i t e- a l b i t e  s c h i s t  
S e r i c i t e- a m p h i b o l e- a l b i t e  s c h i s t  

T h e  r o c k s  o f  t w o  z o n e s  a r e  i d e n t i f i e d  b y  t h e  d i f f e r e n c e  o f  
m e t a m o r p h i c  g r a d e  a n d  b y  t h e  p r e s e n c e  o f  s p o t s  ( a l b i t e -  
p o r p h y r o b l a s t s) .   T h e  s p o t s  a r e  0. 2～ 1.5m m  i n  d i a m e t e r,  a n d  
i n c l u d e  g r a p h i t e  i n  b a n d s,  s m a l l  c r y s t a l s  o f  e p i d o t e ,  t i t a n i t e,  
c h l o r i t e,  e t c.   T h e s e  i n c l u s i o n s  a r e  a r r a n g e d  m o s t l y  i n  b a n d s  
o r  c u r v e d  r o w s  i n d i c a t i n g  r o t a t i o n  o f  t h e  s p o t s  ( a l b i t e -  
p o r p h y r o b l a s t s) .  

I G N E O U S  R O C K S  

E p i g a b b r o  a n d  e p i d i a b a s e  
T h e s e  r o c k s  c r o p  o u t  a s  s m a l l  m a s s e s  c h i e f l y  i n  t h e  S h i g a  

z o n e .   T h e y  a r e  p y r o x e n e - b e a r i n g  v a r i e t i e s  m o d i f i e d  f r o m  
g a b b r o  o r  d i a b a s e.   T h e i r  c o n s t i t u e n t s  a r e  p y r o x e n e ,  e p i d o t e,  
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t r e mo l i t e,  a c t i no l i t e,  c h l o r i t e,  z o i s i t e  and  sphene.   P ro togeneous  
p l a g i o c l a s e  i s  h a r d l y  f o u n d .   I n  s o m e  s p e c i m e n s ,  a e g i r i n e -  
a u g i t e  a n d  g l a u c o p h a n e  a r e  r e c o g n i z e d. 
 

Q u a r t z  a n d e s i t e  
T h e  r o c k  o c c u r s  a s  d y k e s  f r o m  3m  t o  1 0m  i n  w i d t h  a n d  

p a r a l l e l  t o  t h e  t r e n d  o f  t h e  N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  r o c k s  a n d  
P a l e o z o i c  r o c k s .   I t  i s  p o r p h y r i t i c  a n d  w h i t e  i n  c o l o r ,  a n d  
i n t e n s i v e l y  c a r b o n i t i z e d.  
 

M E S O Z O I C  F O R M A T I O N  
 

I z u m i  g r o u p  
T h e  I z u m i  g r o u p  (L a t e  C r e t a c e o u s)  i s  c h i e f l y  c o m p o s e d  o f  

c o n g l o m e r a t e ,  s u b o r d i n a t e  s h a l e  a n d  s a n d s t o n e .   N o  f o s s i l s  
a r e  f o u n d  i n  t h i s  a r e a .   A s  t h i s  g r o u p  o c c u r s  j u s t  o n  t h e  
n o r t h e r n  s i d e  o f  t h e  M e d i a n  t e c t o n i c  l i n e,  i t s  g e o l o g i c  s t r u c-  
t u r e  i s  d i s t u r b e d  a n d  c o m p l i c a t e d,  a n d  t h e  s t r i k e  a n d  d i p  a r e  
i n d e f i n i t e.  
 

C E N O Z O I C F O R M A T I O N  
 

D e n o tō  f o r m a t i o n  
A l o n g  t h e  b o t h  s i d e s  o f  t h e  r i v e r  K i n o k a w a,  t h e  d e p o s i t s  

w h i c h  a r e  P l i o c e n e  a n d  P l e i s t o c e n e  i n  a g e  a r e  d i s t r i b u t e d .  
T h e s e  d e p o s i t s  a r e  t h e  e x t e n s i o n  o f  t h e  S h ō b u d a n i  f o r m a t i o n  
(P l i o-P l e i s t o c e n e)  o f  t h e  n o r t h e r n  n e i g h b o u r i n g  s h e e t  a n d  t h e  
P l e i s t o c e n e  c o v e r i n g  t h e  S h ō b u d a n i  f o r m a t i o n .  I n  t h i s  s h e e t ,  
t h e  a b o v e -m e n t i o n e d  t w o  s e r i e s  a r e  b r o u g h t  u p  e n  b l o c  a n d  
n a m e d  t h e  D e n o tō  f o r m a t i o n.   T h e  l o w e r  p a r t  o f  D e n o t ō  f o r-  
m a t i o n  (p r o b a b l y  P l i o-P l e i s t o c e n e )  i s  c o m p o s e d  o f  g r a v e l,  s a n d  
a n d  c l a y e y  b e d ,  a n d  t h e  u p p e r  p a r t  (p r o b a b l y  P l e i s t o c e n e)  i s  
o f  c l a y  a n d  s a n d.  
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T e r r a c e  d e p o s i t  a n d  F l o o d  p l a i n  d e p o s i t  
P l e i s t o c e n e  d e p o s i t s  c o m p o s e d  o f  s a n d ,  g r a v e l  a n d  c l a y  

o c c u r  m a i n l y  a s  l o w e r  t e r r a c e  a l o n g  t h e  r i v e r  K i n o k a w a .   A  
w i d e  f l o o d  p l a i n  o f  t h e  A l l u v i u m  e x t e n d s  m a i n l y  a l o n g  t h e  
l o w e r  p a r t  o f  t h e  s a m e  r i v e r.  
 

 

E C O N O M I C  G E O L O G Y  
 

 

C o p p e r  
C u p r i f e r o u s  p y r i t e  d e p o s i t s  o f  b e d d e d  f o r m  (K i e s l a g e r )  

w e r e  w o r k e d  a t  K u z u w a ,  S hōw a ,  K a k e  a n d  H o s o k a w a  m i n e s  i n  
t h e  N a g a t o r o  m e t a m o r p h i c  r o c k s ,  a n d  a t  K ō y a ,  K a m i m o r i ,  
K o n g ō,  K u r o i s h i  a n d  K u b o  m i n e s  i n  t h e  P a l e o z o i c  f o r m a t i o n.  
O r e  b o d i e s  a r e  e m b e d d e d  i n  t h e  b a s i c  s c h i s t,  g e n e r a l l y  p a r a l l e l  
t o  t h e  s c h i s t o s i t y .   T h e y  a r e  s m a l l  i n  s c a l e,  a n d  a t  p r e s e n t  a l l  
t h e  m i n e s  a r e  c l o s e d ,  e x c e p t i n g  a t  K u z u w a .  

A t  K u z u w a,  i t  i s  s a i d  t h a t  t h e  o r e  i s  m a s s i v e,  f i n e-g r a i n e d  
a n d  g e n e r a l l y  a s s o c i a t e d  w i t h  b a n d e d  o r e .   T h e  o r e  c o n t a i n s  
3～ 4％  C u  a n d  38％  S  i n  a v e r a g e.  
 

G o l d  a n d  S i l v e r  
K u d o y a m a  m i n e  w a s  k n o w n  a s  a  g o l d - s i l v e r  m i n e .   T h e  

o r e  d e p o s i t s  a r e  t h i n  q u a r t z  v e i n l e t s.  
 

C l a y  
C l a y  i n  t h e  D e n o tō  f o r m a t i o n  i s  q u a r r i e d  a s  r a w  m a t e r i a l s  

f o r  r o o f i n g  t i l e.  
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